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会議録 

開催日時 

・令和６年３月８日（金） 午後１時３０分 

 

開催場所 

・設楽町役場 議場 

 

出席者 

・別紙参照 

 

議題 

・設楽町地域防災計画の修正について 

・設楽町防災会議運営要綱（案）について 

 

報告事項 

・令和５年度災害対応状況について 

・災害に関する協定等の締結状況について 

・設楽町指定一般避難所の変更について 

 

その他 

・令和６年能登半島地震ＴＥＣ―ＦＯＲＣＥ派遣状況 

 

 

 

午後１時２４分 開会 

 

【事務局（米倉）】 

 定刻より少し早いですが、皆さんおそろいになりましたので、始めさせていた

だきます。 

本日は、年度末の大変お忙しい中、ご出席をいただきまして、誠にありがとう

ございます。ただ今から設楽町防災会議を開催させていただきます。 

私は、本日司会進行を務めます、設楽町役場総務課消防防災室長の米倉と申し

ます。どうぞ、よろしくお願いいたします。 

まず初めに、設楽町防災会議会長であります、設楽町長よりごあいさつを申し

上げます。 
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【会長】 

本日は、年度末のお忙しい中、ご出席を賜りまして誠にありがとうございます。 

設楽町防災会議の会長を務めさせていただいております、町長の土屋でござ

います。どうぞ、よろしくお願いいたします。 

この、防災会議でありますけれども、設楽町の防災対策の方針を決定いたしま

す大変重要な会議であります。昨年度からコロナ禍の書面から対面での開催に

戻っております。ぜひ忌憚のないご意見をいただけたらと思っております。 

まず、最初に今年１月１日に発生した、令和６年能登半島地震でありますが、

総務省消防庁の発表によりますと３月５日現在で２４１名と大変多くの方が犠

牲となっております。哀悼の意を表するとともに、被災された皆様に心よりお見

舞い申し上げます。１日も早い復興復旧を願うばかりでございます。 

また、昨年６月２日から３日の豪雨災害につきましては、西三河南部や東三河

を中心に記録的な大雨となりました。詳しい状況は後ほどご説明させていただ

きますが、当町では、道路や農林水産業施設などで多数の被害が出ており、住宅

の被害も発生しました。 

近年、全国各地で自然災害により、大きな被害が発生しております。能登半島

地震により石川県では多数の孤立集落が発生しましたが、当町のように山間部

に位置し、集落が点在する自治体では、孤立集落発生の可能性が高いと思われま

す。孤立集落が発生しますと行政として支援がどうしても遅れてしまう可能性

が高くなります。町としても自主防災会への資機材等の購入費や活動費への補

助や広報紙を用いての啓発などを行っておりますが個人や自主防災会での備蓄

など自助、共助の重要性も改めて感じております。災害だけではなく日常生活に

おいても備えておくこと、このことが重要であるとの認識を持っております。 

本日、ここにお集まりの皆様には、今後とも、ご支援、ご協力を賜りますよう

心よりお願い申し上げまして、ご挨拶とさせていただきます。よろしくお願いい

たします。 

 

 

【事務局（米倉）】 

はい、ありがとうございました。 

では、会議に入る前に、事務局の紹介をさせていただきます。 

 

【事務局（原田）】 

総務課長の原田と申します。よろしくお願いいたします。 
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【事務局（金田）】 

総務課防災担当の金田と申します。よろしくお願いいたします。 

 

【事務局（米倉）】 

それでは、お手元の資料の確認をさせていただきます。 

次第がＡ４で 1枚、出席者名簿がＡ４で 1枚、資料１、資料２―１、資料２－

２、資料２－３、資料２－３、資料３、資料４、資料５、資料６、資料７以上で

ございますが、資料の不足等はございませんでしょうか。 

不備がありましたら事務局の方までお申し付けください。 

 なお、本日の会議は会議中の様子を写真で撮影させていただき、会議終了後に

は会議録を作成させていただきます。また、本会議の会議録及び資料は町のホー

ムページにて公表させていただきますのでご承知いただきたいと思います。 

 本日、皆様の机の上には、マイクが設置されております。会議中、ご発言があ

る際には、発言の前にトークボタンを押していただき、発言終了後には、また、

同じくトークボタンを押していただきますよう、よろしくお願いいたします。 

それでは、お手元の次第に従いまして、会議を進めていきたいと思います。 

設楽町防災会議条例第３条第２項の規定によりまして、「会長は、町長をもっ

て充てる」とありますので、議事進行を会長の町長にお願いいたします。 

 

【会長】 

それでは、規定によりまして進行を務めさせていただきます。よろしくお願い

いたします。 

なお、本日の会議でございますが、委員総数の２分の１以上の出席をいただい

ておりますので、設楽町防災会議条例第５条第２項の規定によりまして、本会議

が成立しておりますことをご報告申し上げます。 

それでは、次第３議事に入ります。 

まずは、議題「設楽町地域防災計画の修正について」、「設楽町地域防災計画修

正（案）の要旨」、「風水害等災害対策計画新旧対照表（案）」、「地震災害対策計

画新旧対照表（案）」、「原子力災害対策計画新旧対照表（案）」を続けて事務局よ

り説明をお願いします。 

 

【事務局（米倉）】 

それでは、計画修正案について、ご説明を申し上げます。以降、着座にてご説

明させていただきます。 

資料１と資料２－１から２－３、こちらを使って説明させていただきます。 

まずは資料１をご覧ください。 
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市町村地域防災計画は、災害対策基本法第４２条により、毎年検討を加え、必

要があると認めるときは修正しなければならないとされております。設楽町地

域防災計画は昨年の令和５年３月に修正を行っておりますが、本年度も愛知県

地域防災計画の修正に合わせた計画の修正を行います。 

まず、非常配備体制に関する修正事項といたしまして、総務省消防庁からの通

知を踏まえ、町内で林野火災が発生した場合、第１非常配備準備体制を執ること

としました。これにより林野火災が大規模火災となった場合に町災害対策本部

の設置に移行しやすくなります。該当箇所としましては資料２－１の９ページ

上段、資料２－１の最終ページ２４ページの非常配備体制に関する箇所の修正

となります。 

次に土砂災害防止法に関する修正事項です。土砂災害防止法により、土砂災害

警戒区域内の要配慮者利用施設を町では４施設、設楽町地域防災計画に位置付

けておりますが津具中学校が本年度で閉校となることから、これを削除します。

該当箇所は資料２－１の４ページ中段となっております。 

また、その他の修正事項として町の高齢化率や原子力発電所の稼働状況に関

する記載を時点修正しております。高齢化率については資料２－２の１ページ

の上段、原子力発電所の稼働状況については資料２－３の１ページです。 

なお、その他、都市ガスや高速道路などの当町とは直接の関係が薄い箇所につ

いても修正を行っております。 

事務局からの説明は以上となります。 

 

【会長】 

ただ今、ご説明を申し上げました設楽町地域防災計画の修正につきまして、ご

意見、ご質問等がございましたら、挙手をお願いします。 

 

【会長】 

よろしいでしょうか。はい、ご意見もないようですので、それでは、お諮りを

いたします。 

議題の、設楽町地域防災計画の修正につきまして、原案のとおり決定すること

にご異議ございませんでしょうか。 

 

（ 委員から 異議なしの声 ） 

 

【会長】 

はい、「異議なし」との言葉がありましたので異議なしと認めまして、本修正

案は原案のとおり決定することといたしました。 
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 続きまして、議題「設楽町防災会議運営要綱案について」事務局より説明をお

願いします。 

 

【事務局（米倉）】 

それでは、要綱案について、ご説明を申し上げます。 

資料３で説明させていただきます。資料の１ページ目に概要、２ページ目と３

ページ目に要綱案、４ページから６ページに参考として設楽町防災会議条例が

あります。これを、ご確認いただければと思います。 

設楽町防災会議の所掌事務、組織及び運営に関する事項は、条例で定められて

いますが、条例第６条の規定に基づいた設楽町防災会議の議事その他防災会議

の組織及び運営に関し必要な事項が明文化されていませんでしたので、今回新

たに制定するものです。 

主な内容は資料１ページ目の概要に記載のとおりでありますが、まず、会長代

理について、条例第３条第４項に基づき会長の代理を副町長とします。該当箇所

は資料の２ページ目、要綱案の第２条です。 

次に委員の代理者に関する規定です。条例第５条第２項の規定による出席に

ついてですが、やむを得ない事情により出席できない場合において要綱案第３

条で代理出席に関して記載しております。 

また、会議の公開については要綱案第６条で、書面開催については、条例第５

条第２項の規定にかかわらず、会長が、必要があると認めるときには、会長は委

員の招集を行わず、書面にて会議を開催し議決することができることを要綱案

第７条に記載しております。 

いずれも施行日は令和６年４月１日としております。 

事務局からの説明は以上となります。 

 

【会長】 

ただ今、ご説明申し上げました設楽町防災会議運営要綱案につきまして、ご意

見、ご質問がございましたら、挙手をお願いします。 

 

【会長】 

よろしいでしょうか。はい、ご意見もないようでございますので、それでは、

お諮りをいたします。 

議題の、設楽町防災会議運営要綱案につきまして、原案のとおり決定すること

にご異議ございませんでしょうか。 

 

（ 委員から 異議なしの声 ） 
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【会長】 

はい、ありがとうございます。異議なしと認めまして、本修正案は原案のとお

り決定することといたしました。 

次に、次第４報告事項に移ります。 

報告事項についてですが、事務局からまとめて説明させていただいた後に、ご

意見、ご質問等の時間を設けさせていただきます。それでは、報告事項について、

事務局より説明をお願いします。 

 

【事務局（米倉）】 

 では、次第４報告事項についてご説明いたします。 

まず、「資料４ 令和５年度災害対応状況について」です。 

本年度、町で災害対策本部を設置したのは６月２日から３日の大雨での１回

となります。 

まず、資料 1ページ左側の概要と時間経過をご覧ください。 

設楽町では、６月２日金曜日の午前０時頃から雨が降り始め、午前１０時５３

分に大雨警報が発表されたため、同時刻に災害対策本部を設置し、午前１１時に

町内全域に高齢者等避難を発令しました。その後も雨が降り続け、午前１１時３

０分に洪水警報、午後２時５０分に土砂災害警戒情報が発表されました。 

町では、気象庁の洪水キキクルにおいて警戒レベル４相当情報が発表された

ことと、今後の天候状況を考慮して午前１１時４０分に、避難指示を町内全域に

発令しました。 

その後、６月３日土曜日の午前１時３３分に洪水警報が洪水注意報へ切り替

わり、午前６時に土砂災害警戒情報が解除されました。町では、今後の天気の状

況から判断し、午前６時２０分に避難情報の解除、全ての地区一時避難場所等の

閉鎖、災害対策本部の廃止をしましました。 

避難者ですが、各自主防災会を中心に、全部で１３箇所の地区一時避難場所等

が開設され、最大で１５世帯１７名の方の避難がされております。 

次に雨量情報です。資料１ページ目の右上のグラフをご覧ください。こちらは

愛知県のホームページに公開されております、愛知県新城設楽建設事務所設楽

支所にある設楽観測所の雨量データを基に作成したグラフです。２日金曜日の

午前０時からから３日土曜日の午前７時までの累加雨量は３５０mm で時間積算

雨量が最大となったのは、２日金曜日の午後２時で４０mmです。 

続いて、被害状況です。 

人的被害はありませんでしたが、住家被害として土砂災害により一部損壊の

被害が１棟ありました。その他にも、玄関まで水が入り込み床下まで浸水したと
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の通報が１件ございました。 

一部損壊の被害の様子は２ページ目にあるので、ご確認いただけたらと思い

ます。 

町道の被害としましては、損壊が７か所、崩土や倒木による被害が５６か所あ

りました。こちらも、被害の様子が資料の２ページ目にありますので、ご覧いた

だけたらと思います。 

なお、現時点では、町道名倉津具線など被害が大きい箇所以外はほぼ復旧して

おります。 

農林水産被害としましては、まず、田畑や農道、林道といった施設の被害が６，

３１０万円となっており、括弧内に被害数を記載しております。 

農業被害といたしましては、水稲の被害ですが、被害額が３万８千円でした。 

最後にその他として、豊川の水位が上昇したため清崎地区のグループホーム

設楽の家の入居者の方が全員、愛厚ホーム設楽苑へ避難しました。町としても、

職員が現地を確認し、避難に必要な車両の確保、救援物資の運搬などの支援を実

施しております。 

また、今回の大雨を踏まえ、後日、グループホーム設楽の家と愛厚ホーム設楽

苑の担当者と打ち合わせを実施し、これまでグループホーム設楽の家の入居者

は愛厚ホーム設楽苑へ避難することになっておりましたが、設楽苑の受け入れ

可能人数が実際には余り余裕がないことが判明しましたので、現在近くの環境

の整った場所を検討している最中です。 

避難の様子につきましても資料２ページ目にありますので、ご確認ください。 

資料４に関しては以上です。 

 

【事務局（米倉）】 

続いて、資料５です。「災害に関する協定等の締結状況について」です。 

まず、設楽町では令和５年３月１６日に協進運輸株式会社様、田口自動車有限

会社様、株式会社ツグリク様と、令和５年５月９日にヤマト運輸株式会社浜松主

管支店様と、令和５年５月１５日に名倉運送株式会社様と災害時における緊急

物資輸送等に関する協定書を締結し、備蓄品等の避難所等への配送、物資集積拠

点等の運営等及び防災訓練への参加にご協力いただけることになりました。 

また、令和５年８月２１日に愛知東農業協同組合様と災害時における棺等葬

祭用品の供給等に関する協定を締結させていただきました。協定の内容としま

しては、葬祭用品の提供、遺体を安置する施設及び安置に関する作業の役務の提

供に関する協力となっております。 

有事の際には今回協定を締結させていただいた皆さんの協力をいただきなが

ら対応していきたいと考えています。 
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【事務局（米倉）】 

続いて、「資料６ 設楽町指定一般避難所の変更について」です。 

まず、変更の背景ですが、町では平成２６年度に自主防災会会長に調査を実施

し、現在の指定緊急避難場所及び指定一般避難所を指定しております。 

しかし、現在指定している指定一般避難所の中に耐震性が不十分で避難所と

して使用することが困難になる可能性が高い建物が含まれていることや、この

避難所３２か所へ職員を派遣して避難所運営を支援していくことは職員数が限

られているために現実的には困難であり、役場の業務継続性の観点や早期の復

旧復興につなげるためにも少数の職員で対応をする必要性があるため、今回の

見直しを実施しました。 

まず、見直しの方針ですが、町で想定される災害は主に地震と風水害であるた

め、地震と風水害に対して安全な立地、構造であること、つまり耐震性があるこ

とと土砂災害警戒区域外にあることを条件としました。 

これまでは３２の行政区別に各施設を指定していましたが、耐震性の問題で

施設数が確保できないので、田口、清嶺、名倉、津具の４地域別に考えることと

し、初動における避難所対応への実効性と早期の復旧復興につなげるために、避

難所で対応する職員数と収容人数の関係から１２施設を指定することとしまし

た。 

続いて３の指定変更に係るスケジュールをご覧ください。 

このスケジュールですが、昨年６月２８日から地区懇談会にて指定一般避難

所の変更について町民の皆さまに対して説明をし、１１月２２日から１か月間、

パブリックコメントを実施しました。そして、本日の防災会議において、ご報告

させていたいただき、令和６年４月１日から指定を変更し町民の皆様へは広報

紙やホームページを用いて周知させていただく予定です。 

具体的な変更後の指定一般避難所ですが、４の変更後の指定一般避難所をご

覧ください。左側が変更前の指定一般避難所の一覧で右側が変更後となってお

ります。現在、指定されております施設の中かから耐震性などの条件にあう施設

を引き続き指定することとし、新たに清嶺保育園と今年度で閉校となりますが、

田峯小学校を指定します。なお、田口特産物振興センターは今後、感染症への対

応のための避難所とする予定です。 

なお、面積については施設全体ではなく体育館などの実際に避難する方が滞

在する箇所の面積とし、受け入れ可能人数は避難所生活が長期化し、荷物置き場

を含めた占有面積が１人３㎡であること、町で備蓄しているパーティションが

約２ｍ四方であること、隣との間隔を考慮し、１人６㎡として計算しました。想

定避難者数は愛知県東海地震・東南海地震・南海地震等被害予測調査報告書を基
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に町全体での避難者数を５００人として、行政区ごとの避難者数を各行政区の

人口比で計算しております。なお、端数、四捨五入や小数点以下を切り捨ててお

りますので、想定避難者数の合計が５００人になっていませんがご了承くださ

い。 

以上、申し上げたとおり、現在３２か所、これを１２か所に縮小いたしますけ

れども、避難者１名あたり最低占有面積３㎡のところを６㎡ということで確保

させていただいております。また、役場の業務継続性あるいは、早期復旧等の観

点により、このような見直しをさせていただくものです。 

資料６については、以上です。 

 

【会長】 

はい、ただいま事務局より報告がありましたことにつきまして、ご意見、ご質

問等がございましたら、挙手をお願いします。 

 

【加藤（弘）委員】 

 設楽町議会の加藤です。２点お願いをします。 

 資料５の災害に関する協定等の締結状況についてですけれど、これは、令和５

年に締結した新たな協定だけが載っていると理解したのですが、災害復旧に関

わっては土木建設会社等がインフラ復旧に欠かせない、一緒に考えていく民間

の会社だと思う訳ですが、当然、ここのところはもう協定がしっかり組んである

と読んだんですが、その辺の状況を教えてください。 

 もう一つ、資料６で避難所の変更が新たにこれでおこるわけですが、パブリッ

クコメントの内容について、かいつまんで教えていただけたらと思います。 

 

【事務局（金田）】 

 協定に関してですが、資料５は令和５年に締結したもののみを記載させてい

ただいております。土木業者さんに関しましては、町内の全業者さんと令和３年

度において、災害時の応急復旧に関する協定を締結させていただいております。 

 避難所に関するパブリックコメントの内容ということで、１か月間、町の広報

紙とホームページの方で実施の告知させていただきましたが、意見の提出は０

だったということであります。 

以上です。 

 

【会長】 

 よろしいですか。他には、どうですか。 
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【会長】 

よろしいでしょうか。 

それでは、次に移りたいと思います。次に次第５その他に移ります。 

まず、「資料７ 令和６年能登半島地震ＴＥＣ―ＦＯＲＣＥ派遣状況」につい

て田中委員からご報告があります。よろしくお願いいたします。 

 

【田中（康）委員】 

国土交通省中部地方整備局設楽ダム工事事務所の田中です。資料７について

説明させていただきます。着座にて失礼します。 

まず、資料についてお時間いただきましてありがとうございます。冒頭、土屋

町長からもお話ありましたように、年明けの１月１日に令和６年能登半島地震

が石川県で発生いたしまして、震度７珠洲市、それから震度６弱、震度５、その

後も余震で震度５強、弱と非常に規模の大きな地震が相次いだというところで

ございます。 

そのような中で、特にインフラ施設に大きな被害を受けておりまして、国土交

通省としましては、全国の地方整備局から、この北陸及び石川県の方にＴＥＣ―

ＦＯＲＣＥ緊急災害対策派遣隊というものを派遣しておりまして、自治体の支

援等を行っているところでございます。その状況について中部地方整備局から

石川県の方へ派遣した部分についてご紹介させていただければと思います。 

資料めくっていただきまして、１ページ目、資料番号ついていなくて恐縮です

けれども、最初のページが概要になります。資料を提出させていただいたのが２

月２０日ということで、その時点での情報になっておりますけれども、年明けの

１月１日から派遣を行っておりまして２０日時点では、２７名を派遣して現地

で活動を行っていたところです。 

現在、３月８日時点でありますけれども、延べ人数２１６３人派遣していると

ころです。 

派遣当初から現地の被災状況の調査だったり自治体の支援を行っているので

すが、２月時点ではこの左側にあるように給水支援、応急対策班ということで、

現地で断水被害がまだ続いておりますが、その地域への給水支援だったり、上下

水道支援班ということで、こちらについては、来年度から水道行政が厚生労働省

から国土交通省に移るということもありまして、日本水道協会さんと連携する

形で上水道も下水道と一緒に現地で支援をさせていただいているというところ

であります。 

また、右側、先遣班については被災当初から現地に入りまして情報共有、情報

収集というのを北陸地方整備局で行っているというものであります。 

また、道路関係、道路班ということで現地の国道、県道、市道含めて大きな被
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災となりましたので、被災状況調査も行っております。 

そして、右下の方、高度技術指導班とありますけれども、こちらについては、

港湾関係です。七尾港だとか輪島港というところで、非常に大きな被災がありま

したので、これの復旧関係の調査の支援というものを行っております。 

また、こういう大きな被災の場合には復旧関係が出てくるということであり

ますけれども、被害が大きな部分、港湾、空港ですね。七尾港だとか能登空港そ

ういったところで権限の代行ということで国土交通省の方で復旧をするという

ことも行っております。 

また、地滑り関係も国土交通省の方で直接、権限代行という形で復旧事業をこ

れから行っていくというところであります。 

２ページ目からは活動状況の写真をいくつか掲載してありますので、ご覧い

ただけたらと思います。めくっていただきまして、右上に１月６日第４報と書い

てある資料をご覧ください。２分の１の方の資料になりますけれども、左上の方、

応急対策班、給水支援ということで氷見市内での活動状況です。また、右側は砂

防班による現地調査ということで、輪島市内での土砂崩れの状況を調査してい

るところです 

２分の２の下の方のページです。道路班の調査ということで道路の崩落の状

況であるとか、斜面の崩落です。こういったところの調査も行っております。 

1ページめくっていただきまして１月２２日の第１９報をご覧ください。こち

らも道路関係、それから砂防関係での調査ということで珠洲市、輪島市こういっ

たところで被災状況調査を行っております。 

次のページは１月２９日の第２２報の状況でございますけれども、砂防の調

査、それから水道の支援、砂防関係ですね被災状況調査を行っております。 

最後のページになりますが、３１日第２４報でございますが、砂防班の被災状

況調査の資料を載せております。 

非常に大きな災害の場合には、国土交通省としましては全国から色々なサポ

ートを得ながら地域の復旧復興に努めてまいりたいと考えております。こちら

ご参考までに共有させていただきました。ありがとうございます。 

 

【会長】 

ありがとうございました。ただいまの報告につきまして、ご意見、ご質問等が

ございましたら、挙手をお願いします。 

 

【会長】 

 よろしいでしょうか。 

それでは、この際でありますので、委員の皆様から次第にある内容以外のこと
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でも構いませんので、何かご意見、ご質問等がございましたら、挙手を願いしま

す。 

 

【大野委員】 

愛知県東三河総局新城設楽振興事務所長の大野です。 

本日は防災にかかわる方々がお集まりでございますので、県が来年度に実施

を予定しております防災関係の取り組みに関して２つほどご紹介させていただ

きます。 

１点目は南海トラフ地震に係る被害想定の見直しでございます。国が２０１

２年８月に南海トラフ地震に係る被災想定を公表したことを受けまして、県に

おきましても国の被害想定手法を基に県の地域特性を考慮した東海地震・東南

海地震・南海地震等被害予測調査結果を２０１４年５月に公表しております。そ

うした中、国におきましては被害想定の公表から１０年が経過するということ

で、２０２２年度から見直しに着手し２０２４年に公表を予定されております。 

そこで、本県におきましても、南海トラフ地震に係る被害予測を２０２４年度

から２０２５年度の２か年で見直すことを予定しております。地域特性を踏ま

えた、市町村ごとの詳細な想定結果を示すことによりまして、県内市町村の地震

対策にも広く活用していただけるものと考えております。 

次に２点目ですが、第３次あいち地震対策アクションプランの次期計画の策

定についてでございます。県では２０１４年１２月に愛知地震防災推進条例に

基づく行動計画として、また、愛知県地域強靭化計画の地震対策に係る個別具体

的施策として第３次あいち地震対策アクションプランを策定しております。来

年度、このあいち地震対策アクションプランの次期計画を策定することとして

おりまして、次期計画におきましては、地震対策に加えまして、台風、局地的な

豪雨などが、いってみれば風水害が頻発していることから、風水害対策も対象と

いたしました、仮称ではございますが（仮称）あいち強靭化アクションプランと

して策定することを予定させていただいております。 

それから、最後に、先ほど設楽ダム工事事務所の所長さんから１月１日の能登

半島地震についてお話がありましたし、また、その前には設楽町さんの方から昨

年６月２日の大雨について、お話がありました。こうした災害に接しまして、災

害への備えの重要性を改めて認識したところでございます。今一度、それぞれの

皆様方が必要な備えをよく認識していただきまして、万全な対応を図っていた

だきますようよろしくお願いいたします。 

 

【会長】 

ありがとうございました。何か今のことについてご質問があれば。 
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【会長】 

よろしいでしょうか。 

その他にどなたかご意見、ご質問等がありましたら、ご発言をお願いしたいと

思います。 

 

【会長】 

よろしいでしょうかね。 

 ありがとうございました。皆様のご協力に感謝いたします。 

これで、会議のとり回しを事務局にお返しします。 

 

【事務局（米倉）】 

円滑な議事進行にご協力いただきまして、誠にありがとうございました。 

以上をもちまして、令和５年度設楽町防災会議を終了させていただきます。本

日は、どうもありがとうございました。 

 

午後２時０３分 閉会 
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